民主教育をすすめる道民連合が

「ゆたかな教育実現を求める道教委要請行動」を実施-1/31
民主教育をすすめる道民連合は、2013年1月31日（木）、札幌市・北海道庁別館８Ｆ「1号会議室」で「ゆたかな教育実現を求める道教委要請行動」を行った。
はじめに、道教委へ“子ども・教育の「貧困」解消・「教育格差」是正など、教育予算の大幅拡充を求めるとともに、教育の自由を守り、ゆたかな教育の実現をめざす要請署名“（58,740筆）と要請書を手渡し、意見交換を行い、道教委側から「要請の趣旨については関係に伝えてまいりたい」との回答を得た。

【意見交換（各主催者構成員からの発言）】
・立場は異なっていても「子どもの育成」という目標は同じ。

・民主党政権で「35人学級」「高校授業料無償化」等があったが、貧困（格差）は進み、校内暴力・不登校・自殺はより顕在化し、教員は追い詰められ、教育環境は必ずしも良くはなっていない。そして、安倍政権は「憲法改正」「教育再生実行本部・会議」等にみられるように、支配階級に従順な国民づくりを進めています。　
・こうした状況下、道内の3つの弁護士会が「基本的人権を擁護し社会正義を実現する」という使命で道教委に対し「勧告」。旭川：「国旗・国歌」を強制しないこと。札幌・函館：「通報制度」（戦前の密告と同じ。）の違憲性。
・弁護士会からの「勧告」もあるのに道教委が強権的な施策を改めようと具体的にどう行動しているのか見えない。道議会において、釧路市の「基礎学力基本条例」について礼賛する姿勢も疑問。「序列を如何に上げるか」に心血を注いでいるように見えるが、それが本当に「ゆたかな教育」につながるのか。
・ある学校で一般の善良な教職員が教頭「君は決済を取るときだけしか私に話しかけるな」と言われまして、現場での悩みを上司に相談できないという状況が続いているという相談がありました。自由な論議を封殺する雰囲気が教育現場で発生しているのです。上意下達の仕組みが強固に機能しているのでしょう。これでは「ゆたかな教育」に向かって行くことは期待できないでしょう。
・学校でのフッ素塗布については慎重に検討してほしい。（賛成意見だけを取り上げて強制的に進めないでほしい）
・大学教員の目を通して、大学生の現状をお話します。ほとんどの大学生は、仕送りもないし何かしらの奨学金を受けているという状況です。それで自分でアルバイトで学費等を稼ぐことになります。どこが賃金がいいかというと、今はテレフォンアポイター（通販電話）なんだそうです。健康食品や保険の勧誘を各家庭に電話するんです。保険ではヒット率が悪いので上司からの罵声を受けるので、嫌でも相手方に電話するそうです。まあ、雇用調整しやすい使用者側にとって都合のいい労働者として使われているわけです。奨学金は就職した途端に返済が始まります。月に5万の返済です。初任給が15万です。貯金は残らないでしょう。未来が心配になります。貧困の連鎖が生まれています。教育側からも「社会・経済」構造を変える声を出すよう望みます。
・昨日、教育委員会を傍聴しました。教育予算は減っているのですね。日本政府が教育（この国の将来）をどう考えているのか。とっても残念な気持ちになりました。道教委さんには増額に向けて取り組んでほしい。
・予算案には、「学校に警察官ＯＢを派遣」という項目がありました。誰も質問しなかった。残念。教員を増やすとか、少人数教育で警察に頼らなくても対応可能なんですけどねえ。朝鮮高校の授業料無償化についても歴史的背景を踏まえて実施に努力してほしい。

・連合北海道と就活の取り組みを共同で実施していただき誠に感謝。ただ、各企業の就職担当から「新卒は、仕事ができない・使えない」という不満が出されています。過度な管理・成績重視教育が影響しているのでしょう。いじめの要因にもなっています。「ゆたかな教育」（35人学級など）を推進するような施策を道教委には望みます。このままでは日本社会が衰退してゆくでしょう。「心のノート」などよりやるべきことはあるのです。
・教員のこころの病発症が高率。教育現場が疲弊しているのです。労使が相互に自由に意思疎通を図れる場が必要でしょう。（上位下達ではなく地域の教育で何が必要なのかなどを議論できる等）

・「憲法を守る。個々の人権を守る。働く者の権利を守る。」は教員にもあてはまる。元気に働き続ける権利も退職する権利もある、ということも踏まえていてほしい。（早期退職は無責任というマスコミの雰囲気に対し）

・道教委と現場の乖離があるように見受けられる。現場の声の把握が必要。最近、学校へ行くと「局から指導監が来ている」と校長にも会えない、教員も道議への接し方がぎこちない。多忙化・硬直化しているように感じた。そこには「ゆとり」が感じられない。業務そのものを減らすことが必要と感じる。校長と話すと「局がこう言っている」という回答が多い。現場に裁量権が無く上意下達が大勢を占めていることが見える。教員の研修では、旅費は削減され、学校に来ることが第一（点検される）になっている。自由に研修できる環境が必要と思われる。

